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予算って、何ですか ？

　役場では、福祉、教育、ごみ処理、道路整備など、いろいろな仕事をしていますが、ど

んな仕事にどれだけのお金を使うのかあらかじめ決めておく必要があります。

　そこで、１年間に役場に入ってくる収入を見積もり、収入の範囲内でその使い道(支出)

を計画したものが予算になります。

　役場に入ってくるお金のことを「歳入」、使うお金のことを「歳出」と呼んでいます。

　行政では、４月から翌年の３月までの１年間を「年度]といいます。

予算は、なんのために必要なの ？

行政サービスを計画的に行うために、予算が必要となります。

　予算は、収入と支出の見積もりと、その計画です。今後の年間の行政サービスを行うた

めに予算を作成することが必要となります。

   予算の執行権を持つ町長が予算を作成しますが、予算は議会の議決を得る必要がありま

す。町長が作成した予算を町議会で審議することで、町長の予算執行権を民主的にコント

ロールすることができ、そのためにも予算を作成する必要があります。

　予算が成立したあと、予算の執行権者である町長は、その責任において予算の執行を開

始します。歳入における予算の執行と歳出における予算の執行とでは、その性質や効力の

面で異なります。

　歳入予算は、単なる歳入の見込みにすぎないので、予算額を上回る収入も可能です。

　しかし、歳出予算は作成した予算の目的に従って、予算の範囲内で執行する必要があり

ます。つまり、予算額を超えて支出することはできません。

　このように予算を決めることによって、予算執行権のある町長の権限を民主的にコント

ロールすることが可能となります。

予算とは、１年間にどのくらいの収入があるのか、どんな事業にど

のくらいのお金を使うのか前もって見積もることです。

予算の基礎知識 ～予算とは～
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吉野町には、右に示すように７つの特

別会計と１つの公営企業会計がありま

す。

一般会計､特別会計､公営企業会計って何ですか ？

　一般会計とは、福祉、教育、ごみ処理、道路整備など、町の基本

的なことを行うための会計です。

　特別会計は、特定の収入（国民健康保険税、介護保険料、下水道

使用料など)をもって、特定の支出に充てて経理する会計です。

　公営企業会計は、民間企業に準じた会計処理で、事業ごとに収益

を上げて運営しています。

予算は、どうやって決めるの ？

町長が予算案を作成し、町議会へ提案します。

そして、町議会の審議と議決により、予算が決まります。

予定外のお金が必要になったらどうするの ？

予算を変更することがあります。新たに必要な予算を見積もり、町

議会へ提案します。これを補正予算といい、６月、９月、12月、

3月の議会で変えることができます。

　町民のみなさまに、より良い生活を送っていただくためには、何をしたら良いのか、そ

して、そのためにどのくらいのお金が必要なのかなどを検討し、予算案としてまとめ、町

議会に提案します。

　町民を代表する町議会議員は、提案された予算案をいろいろな面から審議した上で、町

議会の議決により予算を決めます。

　４月から翌年の３月までの１年間に必要とされる予算は、『当初予算』として、年度が

始まる直前の３月議会で決まります。

　年度の途中で、状況の変化や新しい事態が発生した場合や台風や地震などの自然災害の

影響で、当初予測できなかった経費が必要となることがあります。

　このような場合にも町長は､変更する予算案をつくり､当初予算と同じように町議会に提

案します。

一般会計

◆福 祉

◆教 育

◆道路整備

◆消 防 ◆災害対策

◆衛 生

等

公営企業会計 ◆水道事業

特別会計

◆簡易水道事業

◆下水道事業 ◆農業集落排水事業

◆国民健康保険事業

◆介護保険事業 ◆後期高齢者医療事業

◆病院事業清算
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◆各会計の予算規模、次のとおりです。 （単位：千円）

H28

予算額

前年度比

増減額

備　　考

一般会計 5,453,000 ▲ 380,000

特別会計 5,547,484 1,401,001

国民健康保険 1,532,373 28,882 国民健康保険に加入している方の医療費給付

介護保険 1,326,070 89,106

保険事業 1,320,787 90,466

サービス事業 5,283 ▲ 1,360

後期高齢者医療 150,142 3,342 75歳以上の方の医療費を給付

簡易水道事業 1,001,646 33,018

簡易水道区域への水道水の供給および水源・

水道管の整備・維持管理。

下水道事業 254,700 ▲ 4,900 汚水管の整備及び維持管理

農業集落排水事業 28,300 ▲ 2,700 汚水管の整備及び維持管理（香束地区）

病院事業清算事業 1,254,253 1,254,253 町立吉野病院の清算

　公営企業会計 323,260 ▲ 1,587,100

水道事業 323,260 24,400

上水道区域への水道水の供給及び水源・水道

管の整備・維持管理

病院事業 0 ▲ 1,611,500 町立吉野病院の管理運営

11,323,744 ▲ 566,099

◆一般会計の予算額と人口（４月１日現在住基人口）の推移

※ 平成28年の人口は、平成28年3月1日現在の人口

65歳以上の要介護・要支援者の方への保険

給付、介護予防・地域支援事業

会計の名称

全会計の合計

今年度の各会計の予算規模はどのぐらいあるの ？

平成28年度は、総額113億2,374万4千円になります。

③
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◆一般会計の歳入予算

（単位：千円）

説　　　明

予　算　額

（予算構成割合）

前年比増減額

（前年比増減率）

自主財源 町が自主的に調達できる収入のことです。

1,331,398

（24.4）

▲24,022

（▲1.8）

町税 皆さまが吉野町に納めた税金です。

702,808

（12.9）

▲12,920

（▲1.8）

分担金及び

負担金

事業に係る経費の一部を利用者の方などに負担していただい

ているお金です。

52,655

（1.0）

▲4,444

（▲7.8）

使用料及び

手数料

施設の利用や、各種証明書の発行の際にいただいているお金

です。

115,253

（2.1）

12,322

（12.0）

寄付金

町に対する寄付金で、使い道を指定しない一般寄附金と使い

道を指定した指定寄付金があります。

119,880

（2.2）

▲2,546

（▲2.1）

繰入金 各種基金（貯金・運用資金）を取崩して使うお金です。

160,884

（2.9）

▲23,439

（▲12.7）

繰越金

前年度の決算で生じた余剰金を、次年度の歳入に編入すると

きの収入をいいます。

80,000

（1.5）

0

その他

不動産の売払いや公有財産の運用等による財産収入、どの科

目にも属さない延滞金・雑入などの諸収入です。

99,918

（1.8）

7,005

（7.5）

依存財源 国や県から入ってくるお金や町債（借金）のことです。

4,121,602

（75.6）

▲355,978

（▲8.0）

地方交付税

一定の行政水準を保つために、国から交付される交付金で、

「普通交付税」と「特別交付税」があります。

2,424,726

（44.5）

▲150,074

（▲5.8）

譲与税・

交付金

皆さまが納めた税金を一定の基準に基づき配分される交付金

で、地方消費税交付金、自動車取得税交付金等があります

246,200

（4.5）

7,895

（3.3）

国・県

支出金

特定の事務事業に要する経費の財源として、国や県から交付

される負担金・補助金などです。

727,011

（13.3）

108,936

（17.6）

町債 特定の目的のため、国や銀行などから借りるお金です。

723,665

（13.3）

▲322,735

（▲30.8）

5,453,000

（100.0）

▲380,000

（▲6.5）

　一般会計の収入（歳入）には、町税や国から一定のルールで

配分される 交付金、国・県からの補助金、借入金（町債）など、さまざ

まなものがあります。

『自主財源』が多いほど、財政は安定している状況にあり、自主的な事業をより多く行うことができます。

吉野町の収入の構成は、町が自主的に収入できる『自主財源』が収入全体の約24.4％の13億3,139万8千円と

なっており、国や県の基準に基づき交付されたり割り当てられたりする『依存財源』が収入全体の約75.6%の

41億2,160万2千円となっています。

このことから、吉野町は自主財源が少ない厳しい収入状況にあり、自主的な事業を行うために必要な財源が乏し

い状況であるといえます。

合　　　　計

項　目

一般会計には、どんな収入があるの ？

歳入(収入) ～1年間の町の収入～（一般会計）
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　　※ 棒グラフの上部に記載した赤字の金額は、町税の合計額です。

　　※ 記載した金額は、H23からH26までは決算額、H27は決算見込み額、H28は予算額となっています。

　

　吉野町の税収は、全体の12.9％となっており、標準的な行政運

営を行うために、交付税などに依存している状況です。

　町税収入は、就労人口の減少、長引く景気低迷などの影響によ

り、減収が続いています。

吉野町の税収は、増えているの ？

　　町税の内訳

⑤

302,089 310,738 316,682 314,208 298,540 278,985

399,636 371,224 368,398 374,050
363,374

358,327

21,355 21,262 21,299 21,239
21,100

25,798

46,573
44,007 47,011 42,093

40,472
39,098

1,580
1,525 1,251 953

594 600

771,233 748,756 754,641 752,543 724,080 702,808

H23 H24 H25 H26 H27 H28

入湯税

町たばこ税

軽自動車税

固定資産税

町民税

単位：千円

◆町 民 税・・・県民税と合わせて住民税といわれている税です。町民税には、法人町民税

と個人町民税があります。

◆固定資産税・・・土地・家屋などを所有している方が納める税です。

◆軽自動車税・・・原付・バイク・軽自動車を持っている方が納める税です。

◆町たばこ税・・・たばこを買った方が納める税です。

◆入湯税・・・温泉などの入浴客が納める税です。

◆法人町民税・・・町内に事業所等がある法人が収益などに応じて納める税です。

◆個人町民税・・・町民の方が前年度の所得に応じて納める税です。

※□内の数字は各種税の合計額



（単位：千円）

説　　　　　明

予　算　額

（予算構成割合）

前年比増減額

（前年比増減率）

議員の報酬や議会事務局職員の人件費、議会運営に係る経

費です。

82,076

（1.5）

▲7,092

（▲8.0）

庁舎等の管理、財政管理、町税の賦課徴収、戸籍、電算、

選挙、統計などの経費です。

1,117,731

（20.5）

143,177

（14.7）

児童・高齢者・心身障害者などの支援に係る経費です。ま

た、こども園、学童保育所の運営経費や医療扶助、国民健

康保険、介護保険なども含まれます。

1,171,410

（21.5）

45,283

（4.0）

医療、健康増進、公衆衛生、廃棄物の収集処理に係る経費

です。

938,899

（17.2）

▲566,937

（37.7）

　 農林漁業の振興に係る経費です。

175,254

（3.2）

3,818

（2.2）

観光振興、商工業振興などに係る経費です。

172,180

（3.1）

25,839

（17.7）

道路、河川、住宅などの各種公共施設の整備、維持管理。

都市計画などに係る経費です。

502,042

（9.2）

▲81,240

（▲13.9）

火災、風水害、地震等の災害から町民を守るための経費で

す。

352,268

（6.5）

46,660

（15.3）

学校、社会教育施設の建設・維持管理、生涯学習、文化財

保護など教育行政に係る経費です。

391,961

（7.2）

49,683

（14.5）

被災施設の復旧に要する経費です。

23,320

（0.4）

▲150

（▲0.6）

過去に借り入れた借金の返済に係る経費です。

523,859

（9.6）

▲39,041

（▲6.9）

緊急時に支出を要する場合の経費です。

2,000

（0.1）

0

5,453,000

（100.0）

▲380,000

（▲6.5）

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

観 光 商 工 費

目　的　名　称

　歳出は、使いみちや目的によって、さまざまな見方をすることが

できます。

　一般的には、歳出を分析する際『目的別経費』､『性質別経費』の

二つの視点で分析します。

『目的別経費』ってどんな分野（目的）の支出があるの ？

　吉野町の支出は、民生、土木、教育などサービスの目的で分類

して使われています。

議 会 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

予 備 費

合　　　　　　　計

土 木 費

消 防 費

歳出(支出) ～1年間の町の支出～（一般会計）
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（単位：千円）

説　　　　明

予　算　額

（予算構成割合）

前年比増減額

（前年比増減率）

2,042,359 79,149

（37.4） （4.0）

1,134,709 68,925

（20.8） （6.5）

383,791 49,265

（7.0） （14.7）

523,859 ▲ 39,041

（9.6） （▲6.9）

522,647 71,098

（9.6） （15.8）

499,327 71,248

（9.2） （16.6）

23,320 ▲ 150

（0.4） （▲0.6）

2,887,994 ▲ 530,247

（53.0） （▲15.5）

943,942 75,178

（17.3） （8.7）

1,141,249 ▲ 629,251

（20.9） （▲35.5）

716,680 31,576

（13.1） （4.6）

15,517 ▲ 443

（0.3） （▲2.8）

65,006 ▲ 9,827

（1.2） （▲13.1）

3,600 2,520

（0.1） （233.3）

2,000 0

（0.1） （0.0）

5,453,000 ▲ 380,000

（100.0） （▲6.5）

　必ず支出しなければならない義務的経費は、人件費、扶助費の増加により前年度に比べ7,914万9千円増加しました。

　主な増加要因は、人件費については、南和広域医療組合に吉野病院の運営が移行されることに伴う職員人件費の増加、共

済組合の負担率変更に伴う負担金の増加が要因となっています。また、扶助費については、障害者総合支援事業や臨時福祉

給付金事業の増加によるものです。

　義務的経費の増加による財政の硬直化を防ぎ、持続可能な財政基盤を確立するため、義務的経費の削減に努めていく必要

があります。

合　　　　　　計

町が一時的に資金を貸し出す経費です。

緊急に支出を要する場合の経費です。

『性質別経費』ってどんな支出があるの ？

「性質別経費」とは、目的別経費を経費の性質に着目して分類したもの

で、性質には職員の給料などの「人件費」や、公共施設や道路の整備な

どの「普通建設事業」などがあります。

性質別に分類することで、違った観点から特徴を見ることができます。

光熱水費、消耗品、通信運搬費、委託料などの経費です。

一部事務組合などに対する負担金、補助金などの経費で

す。

特別会計の収入を補うための経費です。

公共施設等の維持管理経費です。

各種基金（貯金）への積立ての経費です。積立金

貸付金

予備費

職員の給料、各種委員・消防団員の報酬など人に係る経費

です。

児童・高齢者・心身障害者などに対する福祉や医療に係る

経費です。

過去に借入れた借金の返済に係る経費です。

道路・学校などの建設や大規模改修など都市基盤の整備に

係る経費です。

公共施設等の建設や改修に係る経費です。

被災施設の復旧に要する経費です。災害復旧事業

公債費

投資的経費

普通建設事業

その他経費

物件費

補助費等

繰出金

維持補修費

性　質　名　称

毎年必ず支出しなければいけない経費です。義務的経費

人件費

扶助費

⑦



◆会計別基金残高
（単位：千円）

平成26年度末

平成27年度末

（ 見 込 み ）

平成28年度末

（ 見 込 み ）

一般会計 1,415,110 1,510,829 1,414,951

財政調整基金 700,029 837,465 738,738

減債基金 265,349 227,434 227,917

その他基金 449,732 445,930 448,296

国民健康保険 56,798 2,798 2,808

介護保険 82,488 72,653 62,778

簡易水道事業 57,689 57,756 20,124

農業集落排水事業 17,585 17,635 17,685

1,629,670 1,661,671 1,518,346

※ 平成27年度末、平成28年度末の残高見込みは、平成26年度末の残高に基金への積立、取崩しのそれぞれの予算

額により計算した額になっています。

◆地方債残高

（単位：千円）

平成26年度末

平成27年度末

（ 見 込 み ）

平成28年度末

（ 見 込 み ）

一般会計 5,000,432 5,671,377 5,918,694

簡易水道事業 821,802 1,329,001 1,902,959

下水道事業 2,206,458 2,119,357 2,027,993

農業集落排水事業 199,029 189,892 180,406

水道事業 1,060,108 986,755 920,180

病院事業 1,058,812 993,495 0

10,346,641 11,289,877 10,950,232

※ 平成27年度末の残高見込みは、平成26年度末の残高に、平成28年2月末時点での新規借入額、元金の返済額それ

ぞれの見込額により計算した額になっています。

※ 平成28年度末の残高見込みは、平成27年度末残高（見込み）に、平成28年度当初予算の新規借入額、元金の返済

額それぞれの予算額により計算した額になっています。

会　計　名

基金（貯金）や地方債（借金）ってどれぐらいあるの？

基金（貯金）の残高は、全会計を合わせて平成28年度末に15億

1,834万6千円となる見込みです。

地方債（借金）の残高は、全会計あわせて平成28年度末に109億

5,023万2千円となる見込みです。

合　　　計

合　　　計

会　計　名

⑧



予算額(千円)

1人あたり

予算額(円)

予算額

1人あたり

予算額(円)

702,808 89,781 義務的経費 2,042,359 260,904

人件費 1,134,709 144,955

予算額(千円)

1人あたり

予算額(円)

扶助費 383,791 49,028

82,076 10,485 公債費 523,859 66,921

1,117,731 142,786 投資的経費 522,647 66,766

1,171,410 149,644 普通建設事業 499,327 63,787

938,899 119,941 災害復旧事業 23,320 2,979

175,254 22,388 その他経費 2,887,994 368,931

172,180 21,995 物件費 943,942 120,585

502,042 64,134 補助費等 1,141,249 145,791

352,268 45,001 繰出金 716,680 91,554

391,961 50,072 維持補修費 15,517 1,982

23,320 2,979 積立金 65,006 8,304

523,859 66,921 貸付金 3,600 460

2,000 255 予備費 2,000 255

5,453,000 696,601 5,453,000 696,601

◆基金残高（一般会計） ◆地方債残高（一般会計）

基金残高

（千円）

1人あたり

基金残高(円)

地方債残高

（千円）

1人あたり

地方債残高(円)

1,415,110 180,775 5,000,432 638,788

1,510,829 193,003 5,671,377 724,499

1,414,951 180,755 5,918,694 756,093

◆一般会計歳入予算 ◆一般会計歳出予算【性質別経費】

町民1人あたりにすると、どれくらい使われているの？

また、基金（貯金）、地方債（借金）はどれくらいになるの？

町民1人あたり、約69万7千円を使っていることになります。ま

た、基金（貯金）は約18万1千円、地方債（借金）は約75万6

千円になっています。

性質名称

合　　計

町税

歳入名称

議 会 費

総 務 費

民 生 費

◆一般会計歳出予算【目的別経費】

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

観 光 商 工 費

土 木 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

予 備 費

合　　計

目的名称

消 防 費

教 育 費

平成26年度末

平成27年度末

（ 見 込 み ）

平成28年度末

（ 見 込 み ）

平成26年度末

平成27年度末

（ 見 込 み ）

平成28年度末

（ 見 込 み ）

⑨

※1人当たりの額は、平成28年3月1日現在の住基人口を基に計算しています。

平成28年3月1日現在の住基人口 = 7,828人



　持続可能な財政基盤を堅持するため「選択と集中」を意識し、平成27年度に「吉野町総合計画後

期基本計画」の重点プロジェクトとして位置づけられた「吉野町まち・ひと・しごと創生総合戦略」

の基本目標の実現に向けた取組の推進や、平成28年は旧吉野町、上市町、中荘村、中龍門村、国樔

村、龍門村が合併し、今の吉野町が誕生して60年を迎える年であるため、町制60周年を祝うイベン

トなどの催しに予算を重点配分した編成となっています。

平成28年度 予算編成のポイント

平成28年度 特に力を入れること

【基本目標Ⅰ 地域経済を活性化し、安定した雇用を創出する】

◇吉野材のブランド化に向けた取り組みを行うとともに、「ウッドスタート宣言」を行い、

吉野ならではの「木育」を推進します。また、「自伐型林業」推進のための取り組みをは

じめます。

◇「yoshino townモデル事業」の支援を行います。

◇地域内の消費喚起のため、「町制60周年記念プレミアム商品券」を発行します。

◇耕作放棄地対策、鳥獣害対策を進めます。

【基本目標Ⅱ 地域の中で安心して暮らし続けることができるまちづくり】

◇各地区の自主防災組織の活動充実と地区防災計画の策定支援を行います。

◇高齢者宅への防火訪問、地域での啓発など、女性ならではの感性を活かした活動を行う女

性消防団を結成します。

◇災害時要支援者の実態把握のための調査を行います。

◇各地域での自治協議会の設立に向けた支援を行います。

【基本目標Ⅲ 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる】

◇小学校・こども園の通学（園）バス使用料の免除などの子育て世帯の経済的な負担軽減策

を行います。

◇みんなが集える、みんなが繋がる本のある空間づくりを進める「手づくり図書館」の取り

組みを支援します。

【基本目標Ⅳ 新しい人の流れをつくる】

◇空き家の活用を図るための各施策を推進します。

◇定住促進住宅の整備を進めます。

◇町制60周年を記念して各種イベント・式典を行うとともに、吉野町にゆかりのある国内

外の都市との交流を深めます。

⑩



※赤字の数字は歳入合計額

　平成17年度からの一般会計の歳入推移です。 平成17年度と平成26年度の町税を比較すると、

6,900万円減収しています。平成28年度の町税予算は、7億300百万円ですので､平成２6年度の

決算に比べて、更に5,000万円減収する見込みです。

　今後も、就労人口の減少や、長引く景気低迷などの影響により、減収が予測され、新たな財源の

創出や自主財源の増収に向けた取組を強化する必要があります。

　平成20・21年度に町債が増加しているのは、ＣＡＴＶデジタル化、中学校改築の財源として借

入れを行ったためです。

※□内の数字は普通交付税と臨時財政対策債の合計額

　普通交付税の交付額は、国勢調査人口に大きな影響を受けるため、人口減少が進行している当町において

は、国勢調査の翌年に大きく減額していることがわかります。平成27年に実施した国勢調査の速報値で

は、平成22年の前回調査時点よりも1,244人減少しており、平成28年度の普通交付税は大きく減額する見

込みとなっています。

　臨時財政対策債は、本来普通交付税として交付されるものを借金をして立て替えている性質の地方債で、

返済の際には全額国の財政措置がされます。

　今後も、人口減少の進行に伴い普通交付税、臨時財政対策債の合計額は減額する見込みであり、財政運営

に大きな影響を与えることになります。

資料集 ～吉野町の財政状況～

◆一般会計の歳入の推移（歳入決算額）

⑪

822 813 884 839 793 774 771 749 755 753

545 505 573 580 704 854 681 978 777 902

2,497 2,405 2,359 2,403
2,542

2,702
2,645

2,636
2,632 2,583

372 385 339 575

1,215 875
650

612 838 686
392 390 217

1,104

711
377

292
302

542 621

324 350
255

233

229

231

226
193

197 199
4,953 4,848

4,626

5,733

6,195
5,812

5,265
5,468

5,741 5,742

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

町税 その他自主財源 地方交付税 国・県支出金 町債 その他依存財源

（単位：千円）

自主財源

◆普通交付税及び臨時財政対策債の推移

2,223,637
2,145,499

2,088,074
2,115,516

2,203,423
2,342,241

2,243,668
2,194,522

2,201,030
2,150,720

2,262,724
2,044,726

197,100
171,800 155,900 146,100

226,700
285,350

199,122 195,800 196,000 184,000
184,000

166,565

2,420,737
2,317,299

2,243,974

2,261,616

2,430,123

2,627,591
2,442,790

2,390,322

2,397,030

2,334,720

2,446,724

2,211,291

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27
H28予算

普通交付税 臨時財政対策債

（単位：千円）
国勢調査実施年度



※□内の数字は歳出合計額

　

　

　H17からH26までの10年間をみると、必ず支出しなければいけない義務的経費については、行財政改革

の実施に伴う人件費の減少や、公債費（借金の返済）の減少により減額しています。ただ、扶助費について

は、福祉医療費の増加や、児童手当の制度開始に伴い増加しており、今後も医療費の増加に伴い増加が懸念

されています。

　H20、H21に投資的経費が大きく増加しているのは、CATVのデジタル化、吉野中学校の新築などによ

るものです。また、H22にその他経費が大きく増加している要因は、基金への積立金の増加、簡易水道事

業会計への繰出金の増加が主な要因となっています。

◆一般会計の歳出の推移（歳出決算額）

⑫

1,227 1,078 972 971 978 957 1,001 1,022 1,037 1,034

206
185 188 185 191 263 271 282 282 316

849
815 851 776 765 709 614 606 646 600

582
577 595 510 581 620 729 735 754 715

1,016
937 1,096

946
1,097 1,027 1,024 1,061 1,109 1,231

599
618 608

632
625 821 643 715 653 718

48
41 52 156

305
587

191
334 217 106354

418 158
1,314

1,246 496

314
253 665 675

4,880
4,668 4,519

5,492
5,788

5,481

4,788
5,009

5,363 5,394

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

投資的経費

その他

繰出金

補助費等

物件費

公債費

扶助費

人件費

義務的経費

（単位：百万円）

2,282

2,078 2,011 1,933 1,934 1,929 1,887 1,910 1,965 1,950

354 418
158

1,314
1,246

496
314 253

665 675

2,245 2,172
2,350 2,244

2,608

3,056

2,587
2,846

2,733 2,769

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

義務的経費

投資的経費

その他

単位：百万円

46.8 44.5 44.5
35.2 33.4 35.2 39.4 38.1 36.6 36.1

7.3 9.0 3.5 23.9 21.5 9.1 6.6 5.0 12.4 12.5

45.9 46.5 52.0
40.9 45.1

55.7 54.0 56.9 51.0 51.4

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

その他

投資的経費

義務的経費

○歳出決算額に占める割合の推移（義務的経費・投資的経費・その他経費）

○性質別経費の推移

○義務的経費・投資的経費・その他経費の推移



　棒グラフが新規借入額、折れ線が元金償還額の推移を表したものです。折れ線グラフよりも上まで棒グラ

フが伸びている年度は、地方債残高が増加することになります。

　H20のCATVのデジタル化、吉野中学校の建替え、H27、H28の南和病院の建設事業など大きな投資的

事業を行う年度は、返済額を上回る借入を行っています。

　町全体の町債（借金）残高は、平成28年度末の見込みで109億5,000万円となる見込みです。

　平成26年度までは、減少傾向にありましたが、平成27年度末は、一般会計が南和広域医療組合の建設事

業の実施、簡易水道事業会計が、吉野山簡易水道の整備に伴い借入額が増加するため、両会計の残高は増加

し、町全体の残高も増加する見込みです。平成28年度末については、一般会計、簡易水道事業会計で増加

しますが、病院会計の残高を全額返済するため全会計の合計では減額する見込みです。

　H19からH28までの10年間をみるとH26までは順調に残高は減少しておりましたが、H27、H28につ

いては、南和広域医療組合の建設事業負担金や、旧国栖小学校の解体事業、道路新設改良事業などの財源と

して新規借入が増加するため、残高は増加する見込みとなっています。

◆町債（借金）残高の推移

⑬

5,252 5,667 5,699 5,448 5,201 4,966 4,925 5,001
5,671 5,919

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27見込 H28見込

（単位：百万円）

○町債（借金）残高の推移（一般会計）

61

958
484

92 93 106
346 436 995 557

156

146

227

285 199 196

196
184

184

167

217 

1,104 

711 377 
292 302 

542 620 

1,179 

724 751
690 678

628
539 537

583 544 509

476

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27見込 H28見込

新規借入（臨財債除く） 臨時財政対策債 元金償還額

（単位：百万円）

5,252 5,667 5,699 5,448 5,201 4,966 4,925 5,001 5,671 5,919

1,902 1,747 1,608 1,448 1,310 1,214 1,126 1,059
994

1,459 1,409 1,398
1,334

1,260 1,206 1,132 1,060
987

920

587 568 628
694

670
643 690 822

1,329
1,903

2,738 2,693 2,629
2,557

2,465
2,385 2,295 2,206

2,119 2,028

256 248 240
232

225
217 208 199

190 180

12,194 12,332 12,202
11,713

11,131
10,631 10,376 10,347

11,290 10,950

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27見込 H28見込

普通会計 病院会計 上水会計 簡水会計 下水道会計 農排会計

（単位：百万円）

○新規借入額と元金償還額（返済）の推移（一般会計）

○会計別の町債（借金）残高の推移
※□内の数字は全会計の地方債残高の合計額

※□内の数字は新規借入（臨財債除く）

と臨時財政対策債の合計額



※□内の数字は一般会計の全基金の合計額

　一般会計の基金残高は、平成19年度末に、財政調整基金が3,594万7千円、全基金の合計額も4億

3,867万円と残高が少なく非常に厳しい状態が続いていましたが、以降着実に積立を行った結果、平成28

年度末には財政調整基金は7億3,873万8千円、全基金の合計額は14億1,495万1千円まで増加する見込み

です。災害の発生などによる支出の増加や、景気低迷等による収入の減少などに備え、今後も基金の確保に

努めていきます。

　他特定目的基金は、個々の目的を達成する事業を実施するために必要な財源を確保するための基金です。

吉野町には、平成28年2月現在で8つの基金（地域福祉基金、ふるさと整備基金、ふるさと水と土保全基

金、世界遺産・吉野ふるさとづくり基金、吉野桜基金、有線放送基金、吉野町庁舎整備基金、町営住宅改修

基金）があります。

　経常収支比率は、財政の硬直化を示す指標で、町税など毎年決まって収入されるお金が、人件費、扶助

費、公債費など決まって支払わなければならないお金にどれぐらい使われているかを表す指標で、この指標

の数値が低ければ、それだけ新しい仕事にお金を振り向けることができます。

　平成22年度までは、順調に数値が改善したものの、近年の傾向としては、数値が悪化しており「財政の

硬直化」が進んでいます。平成26年度決算においては、98.2%まで悪化し、奈良県内39市町村中ワース

ト8位になりました。主な要因としては、普通交付税が平成23年度から大幅に減少しているためです。今

後も、普通交付税の減少は続くものと思われるため、歳出の削減を進めていかなければいけない状況です。

◆基金（貯金）残高の推移

⑭
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（単位：千円）

○一般会計の基金残高の推移

◆経常収支比率の推移
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93.8 95.5
97.0

98.2

96.2

97.9 98.6 98.4
96.5

92.2

94.1

93.7

93.3

96.0

90.2 90.3

92.0 92.0 91.8

89.2

90.3 90.7 90.2
91.3

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

吉野町 県内市町村平均 全国平均

（単位：％）






